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自然観察の森における昆虫の出現状況について 
菅井潤*・齋正宏・新田隆一・木田秀幸 

*報告者 
                                

1.確認された種数 
2025 年 1 月から 12 月までの期間に、園

内で確認し、記録された昆虫は 19 目 174 科

744 種であった（表 1）。目と科ごとの種数

の比較を図 1 に示した。例年と同様にコウ

チュウ目チョウ目が多くなった。 

 
図１ 目ごとの種数 

 
2.出現傾向                  

月ごとの出現数を図 2 に示した。月ごと

に出現数を比較すると 7 月が 297 種と一番

多く、次に 8 月 247 種、6 月が 244 種と続

く。12 月には、越冬するチョウやカメムシ

の仲間などを確認。 

 

図 2 月ごとの出現数 

 

 
表１．2025 年昆虫確認種数一覧

 
参考：日本昆虫目録等

ヒゲナガガ 4 カタカイガラムシ 2

ヒロズコガ 1 セミ 8

マガリガ 1 コガシラアワフキ 2

ホソハマキモドキガ 1 トゲアワフキ 1

ニセマイコガ 2 コガシラウンカ 1

メスコバネキバガ 1 アオバハゴロモ 1

マルハキバガ 2 ハゴロモ 2

ヒゲナガキバガ 1 アメンボ 2

カザリバガ 2 キンカメムシ 2

イラガ 1 カスミカメムシ 2
マダラガ 3 ヨコバイ 5

スカシバガ 3 ツノゼミ 1
ボクトウガ 1 マキバサシガメ 1

ハマキガ 5 グンバイムシ 2
ハマキモドキガ 1 サシガメ 6

トリバガ 2 ヒラタカメムシ 1
マドガ 1 オオメナガカメムシ 1

メイガ 1 ナガカメムシ 4

ツトガ 8 オオホシカメムシ 1
イカリモンガ 1 ヘリカメムシ 7

セセリチョウ 9 ホソヘリカメムシ 2

アゲハチョウ 10 クヌギカメムシ 2

シロチョウ 3 マルカメムシ 1

シジミチョウ 11 ツチカメムシ 1

タテハチョウ 26 ツノカメムシ 8

アゲハモドキガ 2 カメムシ 13

カギバガ 4 ヒョウタンナガカメムシ 1
ツバメガ 3 マダラナガカメムシ 1

シャクガ 36 キバチ 1
カレハガ 1 ハバチ 2

カイコガ 1 ミフシハバチ 1
ヤママユガ 3 ヒメバチ 3

スズメガ 8 アリバチ 1

オビガ 1 ツチバチ 6
シャチホコガ 9 スズメバチ 13

ヤガ 40 アリ 3
ケンモンガ 1 アナバチ 3

ドクガ 3 ギングチバチ 1
コブガ 2 ヒメハナバチ 1

ヒトリガ 6 ハキリバチ 1

オサムシ 11 ミツバチ 5
ガムシ 1 イシノミ目 イシノミ 2

ハネカクシ 10 ヒラタカゲロウ 2
カツオブシムシ 2 モンカゲロウ 1

ヒョウホンムシ 1 カワゲラ 4

コガネムシ 27 クロカワゲラ 1

タマムシ 4 トビナナフシ 1

エンマムシ 2 ナナフシモドキ 1
ナガハナノミ 1 ハサミムシ 1

クワガタムシ 4 クギヌキハサミムシ 2

センチコガネ 2 ゴキブリ 1

ベニボタル 2 ミソガシラシロアリ 1

ホタル 5 カジリムシ目 ケブカチャタテ 2

ジョウカイボン 7 カマキリ目 カマキリ 2

ジョウカイモドキ 2 ヘビトンボ目 ヘビトンボ 2

カミキリモドキ 4 ヒロバカゲロウ 3

コメツキムシ 13 カマキリモドキ 1

ケシキスイ 4 ヒメカゲロウ 2
テントウムシ 9 クサカゲロウ 1

オオキノコムシ 4 ウスバカゲロウ 1

オオキスイムシ 1 シリアゲムシ目 シリアゲムシ 2
ゴミムシダマシ 8 ガガンボ 7

チビキカワムシ 1 ハルカ 1
アカハネムシ 1 ケバエ 1

アリモドキ 1 キノコバエ 1

カミキリムシ 36 カ 1

ハムシ 45 クロキノコバエ 1

オトシブミ 8 シギアブ 1
ゾウムシ 21 アブ 7
テントウムシダマシ 1 ミズアブ 2

コロギス 1 ツルギアブ 1
カマドウマ 2 ムシヒキアブ 6

キリギリス 11 ツリアブ 3

コオロギ 4 アシナガバエ 3

ヒバリモドキ 3 ハナアブ 10
マツムシ 1 クロバエ 1

バッタ 8 シマバエ 3
オンブバッタ 1 ミバエ 4

ヒシバッタ 3 ナガズヤセバエ 2

イトトンボ 2 マルズヤセバエ 1

モノサシトンボ 1 トゲハネバエ 2

アオイトトンボ 3 ショウジョウバエ 1

カワトンボ 3 キモグリバエ 1

ヤンマ 3 ヤドリバエ 5

サナエトンボ 4 トビケラ目 エグリトビケラ 1

ムカシヤンマ 1 85 221

オニヤンマ 1

ヤマトンボ 1

トンボ 11
89 523

カゲロウ目

カワゲラ目

トンボ目

コウチュウ目

チョウ目

ハチ目

ハエ目

カメムシ目

アミメカゲ
ロウ目

ナナフシ目

ハサミムシ目

ゴキブリ目

バッタ目

そ
の
他



表 2 1/13 2025 年昆虫出現状況

 

初見日

科 種 初鳴日 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下

＜チョウ目＞

ヒゲナガガ ウスベニヒゲナガ 5/4 〇 〇 〇

ホソオビヒゲナガ 5/20 〇 〇 〇 〇 〇

ホソフタオビヒゲナガ 6/5 〇

ミドリヒゲナガ 4/24 〇

ヒロズコガ クロスジキヒロズコガ 7/5 〇

マガリガ クシヒゲマガリガ 4/10 〇
ホソハマキモドキガ ヘリグロホソハマキモドキ 5/13 〇

ニセマイコガ シロテンクロマイコガ 7/13 〇 〇

フトオビマイコガ 7/23 〇
メスコバネマルハキバガ メスコバネキバガ 3/29 〇

マルハキバガ カノコマルハキバガ 5/14 〇

クロマイコモドキ 8/16 〇

ヒゲナガキバガ キベリハイヒゲナガキバガ 8/17 〇

カザリバガ クロギンスジトガリホソガ 6/25 〇

マダラトガリホソガ 7/15 〇

イラガ キマダラテングイラガ 6/12 〇

マダラガ キスジホソマダラ 6/15 〇 〇

シロシタホタルガ 7/21 〇

タケノホソクロバ 5/28 〇 〇

スカシバガ セスジスカシバ 9/26 〇

ヒメコスカシバ 7/21 〇

モモブトスカシバ 7/8 〇

ボクトウガ ゴマフボクトウ 8/17 〇 〇

ハマキガ アトキハマキ 8/30 〇 〇

ギンスジクロハマキ 5/15 〇

ネホシウスツマヒメハマキ 9/15 〇

プライヤハマキ 5/3 〇

プライヤヒメハマキ 8/29 〇

ハマキモドキガ コウゾハマキモドキ 7/3 〇

トリバガ エゾギクトリバ 9/10 〇

ブドウトリバ 9/10 〇 〇

マドガ マドガ 5/20 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

メイガ ウスオビトガリメイガ 7/31 〇

ツトガ ウスオビクロマダラメイガ 6/5 〇 〇

キアヤヒメノメイガ 9/6 〇

シロオビノメイガ 9/10 〇 〇 〇 〇

シロテンキノメイガ 6/4 〇

シロモンノメイガ 8/10 〇 〇 〇 〇

スカシノメイガ 6/14 〇 〇 〇

モモノゴマダラメイガ 7/5 〇 〇 〇

モンキクロノメイガ 9/4 〇

イカリモンガ イカリモンガ 3/12 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

セセリチョウ イチモンジセセリ 6/24 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

オオチャバネセセリ 6/15 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

キマダラセセリ 7/17 〇

コチャバネセセリ 5/29 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

スジグロチャバネセセリ 8/31 〇

ダイミョウセセリ 5/29 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

チャバネセセリ 8/31 〇 〇

ヒメキマダラセセリ 7/8 〇 〇 〇 〇 〇

ミヤマセセリ 4/8 〇 〇 〇 〇

アゲハチョウ アオスジアゲハ 8/30 〇

ジャコウアゲハ 9/6 〇

オナガアゲハ 5/13 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

カラスアゲハ 5/3 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

キアゲハ 4/27 〇 〇 〇 〇

クロアゲハ 5/3 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

ナミアゲハ 4/18 〇 〇 〇

ヒメギフチョウ 3/30 〇 〇 〇

ミヤマカラスアゲハ 5/14 〇 〇 〇 〇 〇

モンキアゲハ 5/29 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
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表 2 2/13 2025 年昆虫出現状況

 

初見日

科 種 初鳴日 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下

＜チョウ目＞

シロチョウ キタキチョウ 1/5 冬 冬 冬 冬 冬 冬 d 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 冬 冬 冬

スジグロシロチョウ 4/8 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

モンシロチョウ 4/17 〇 〇 〇 〇 〇

シジミチョウ ウラギンシジミ 1/5 d 冬 冬 冬 冬 冬 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 冬 冬 冬

ウラナミシジミ 9/23 〇

スギタニルリシジミ 4/25 〇

ツバメシジミ 6/29 〇

トラフシジミ 6/24 〇 〇

ベニシジミ 3/13 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

ミズイロオナガシジミ 6/19 〇

ムラサキシジミ 7/13 〇 〇 〇 〇

メスアカミドリシジミ 7/21 〇

ヤマトシジミ 5/15 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

ルリシジミ 3/23 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

タテハチョウ アカタテハ 3/1 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

アカボシゴマダラ 7/26 〇 〇 〇

アサマイチモンジ 6/12 〇 〇 〇

イチモンジチョウ 6/24 〇 〇 〇

ウラナミジャノメ 8/15 〇 〇
オオウラギンスジヒョウモン 9/26 〇 〇

オオムラサキ 7/21 〇 〇

キタテハ 3/1 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

クジャクチョウ 9/19 〇

クモガタヒョウモン 5/28 〇 〇

クロヒカゲ 6/7 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

コジャノメ 5/18 〇 〇 〇 〇

コミスジ 5/8 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

コムラサキ 8/14 〇 〇

サトキマダラヒカゲ 5/9 〇 〇 〇 〇 〇 〇

シータテハ 2/28 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

ジャノメチョウ 7/31 〇

スミナガシ 6/18 〇 〇

ツマグロヒョウモン 8/24 〇 〇

テングチョウ 4/8 〇

ヒカゲチョウ 7/9 〇 〇 〇 〇

ヒメウラナミジャノメ 6/6 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

ミドリヒョウモン 9/15 〇 〇 〇

メスグロヒョウモン 6/12 〇 〇 〇 〇 〇 〇

ヤマキマダラヒカゲ 8/1 〇 〇 〇 〇

ルリタテハ 1/5 冬 冬 冬 冬 冬 冬 冬 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 冬

アゲハモドキガ アゲハモドキ 7/11 〇 〇

キンモンガ 6/17 〇 〇 〇

カギバガ ヒトツメカギバ 6/13 〇 〇

フタテンシロカギバ 7/10 〇

ホシベッコウカギバ 6/6 〇 〇 〇 〇 〇

マダラカギバ 6/14 〇

ツバメガ ギンツバメ 8/11 〇

クロフタオ 7/24 〇

ヒメクロホシフタオ 6/14 〇

シャクガ アトボシエダシャク 5/20 〇 〇

ウスアオエダシャク 5/13 〇

ウスキクロテンヒメシャク 7/26 〇 〇

ウスバミスジエダシャク 6/8 〇 〇

ウスベニスジナミシャク 4/3 〇

オオナミシャク 6/12 〇

オカモトトゲエダシャク 5/13 〇

キアミメナミシャク 6/11 〇

キナミシロヒメシャク 7/13 〇 〇

コベニスジヒメシャク 9/5 〇

ゴマダラシロエダシャク 7/29 〇 〇

コヨツメアオシャク 6/7 〇

101 2　　＜目＞ 3 4 5 6 12117 98



表 2  3/13 2025 年昆虫出現状況

 

初見日

科 種 初鳴日 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下

＜チョウ目＞

シャクガSP 4/11 〇

シロツバメエダシャク 7/6 〇 〇 〇 d

シロモンアオヒメシャク 6/17 〇 〇

シロモンクロエダシャク 5/28 〇

トンボエダシャク 6/21 〇

ナカオビカバナミシャク 4/2 〇

ナカキエダシャク 7/24 〇

ナミガタエダシャク 5/29 〇 〇

ナミスジチビヒメシャク 9/12 〇

ハグルマエダシャク 9/26 〇

ヒメウスアオシャク 6/18 〇

ヒロオビトンボエダシャク 7/8 〇

フタクロテンナミシャク 6/10 〇

フタスジオエダシャク 4/29 〇

フタマエホシエダシャク 5/16 〇

フユシャクSP 4/6 〇

ヘリジロヨツメアオシャク 6/15 〇

マエキヒメシャク 5/27 〇

マルモンアオヒメシャク 8/22 〇

モミジツマキリエダシャク 8/1 〇

モンシロツマキエダシャク 4/29 〇

ヤスジマルバヒメシャク 5/13 〇 〇 〇 〇

ユウマダラエダシャク 6/11 〇

リンゴツノエダシャク 7/17 〇

カレハガ タケカレハ 7/26 〇

カイコガ スカシサン 6/11 〇

ヤママユガ オオミズアオ 5/4 〇 〇 d 〇 〇 〇 〇 〇 d

シンジュサン 6/11 〇

ヤママユ 10/3 d

スズメガ ウンモンスズメ 6/28 〇 〇

クチバスズメ 7/26 〇

シモフリスズメ 7/26 〇

フトオビホソバスズメ 5/8 〇

ヒメクロホウジャク 9/12 〇 〇

ホシホウジャク 10/12 〇

ホシヒメホウジャク 8/13 〇 〇

ホソバスズメ 8/23 〇

オビガ オビガ 8/23 〇

シャチホコガ オオアオシャチホコ 4/5 〇

オオエグリシャチホコ 5/5 〇

オオトビモンシャチホコ 10/28 〇

シャチホコガ 4/13 〇

トビモンシャチホコ 7/2 〇

ナカキシャチホコ 7/21 〇

ニトベシャチホコ 8/10 〇

ムラサキシャチホコ 6/19 〇

モンクロシャチホコガ 8/5 〇 〇

ヤガ アサケンモン 6/7 〇 〇

アミメキシタバ 7/2 〇 〇

ウスキミスジアツバ 6/4 〇 〇

ウスグロアツバ 6/8 〇 〇

ウスヅマクチバ 7/16 〇

ウスムラサキクチバ 5/3 〇

ウンモンクチバ 6/28 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

オオシロテンアオヨトウ 7/26 〇 〇

オオトモエ 8/5 〇

オスグロトモエ 7/10 〇 〇 〇 〇

オニベニシタバ 7/5 〇

カキバトモエ 7/13 〇

カバイロシマコヤガ 7/5 〇

キクビゴマケンモン 6/18 〇
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表 2 4/13 2025 年昆虫出現状況

 

初見日

科 種 初鳴日 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下

＜チョウ目＞

キシタバ 9/10 〇 〇

キシタミドリヤガ 7/26 〇

キマダラコヤガ 8/24 〇

キモンコヤガ 6/19 〇

クビグロクチバ 7/8 〇

クリイロアツバ 6/11 〇

クロモンコヤガ 6/19 〇

コウンモンクチバ 7/31 〇

シロシタケンモン 8/15 〇

シロマダラコヤガ 9/5 〇

ソトウスベニアツバ 9/20 〇

タマナギンウワバ 10/10 〇

チャオビヨトウ 8/31 〇

ツマオビアツバ 6/11 〇

ツマジロカラスヨトウ 7/6 〇

テンモンシマコヤガ 5/9 〇

ナシケンモン 3/29 〇

ヒメツマオビアツバ 6/6 〇

フクラスズメ 6/21 〇 〇 〇

ホソナミアツバ 6/11 〇

マダラツマキリヨトウ 6/19 〇

マルモンシロガ 7/9 〇

ミスジアツバ 6/17 〇

モンシロムラサキクチバ 8/17 〇

リンゴケンモン 8/15 〇

ワモンキシタバ 7/26 〇

ケンモンガ ウスベリケンモン 5/28 〇

ドクガ キドクガ 8/17 〇

クロモンドクガ 6/28 〇

マイマイガ 7/24 〇

コブガ アカスジアオリンガ 7/1 〇

ナンキンキノカワガ 2/28 〇 〇 〇

ヒトリガ アメリカシロヒトリ 6/6 〇

カノコガ 6/24 〇 〇

キマエクロホソバ 5/29 〇 〇 〇 〇

クビウスグロホソバ 6/27 〇

シロヒトリ 8/17 〇

ヨツボシホソバ 9/12 〇

オサムシ アオオサムシ 5/13 〇 〇 〇 〇 〇 〇

アオゴミムシ 8/23 〇

アトボシアオゴミムシ 5/28 〇 〇 〇 〇

エゾカタビロオサムシ 7/13 〇

キボシアオゴミムシ 4/27 〇 〇 〇 〇
クビアカヒラタモリゴミムシ 6/1 〇

スジアオゴミムシ 8/23 〇

ナミハンミョウ 6/17 〇

ニワハンミョウ 5/8 〇 〇 〇

マガタマハンミョウ 5/3 〇 〇 〇 〇

マルガタゴミムシ 4/17 〇

ガムシ コガムシ 8/17 〇 〇

ハネカクシ アオバアリガタハネカクシ 6/4 〇

アカバハバビロハネカクシ 6/6 〇

オオハネカクシ 8/17 〇

オオヒラタシデムシ 5/15 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ｄ

クロサビイロハネカクシ 6/18 〇

コアリガタハネカクシ 4/20 〇 〇 〇 〇

コガシラハネカクシSP 7/26 〇

サビハネカクシ 8/7 〇 〇

ムネビロハネカクシ 7/13 〇

ルリコガシラハネカクシ 8/7 〇

＜コウチュウ目＞
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表 2 5/13 2025 年昆虫出現状況

 

初見日

科 種 初鳴日 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下

カツオブシムシ カマキリタマゴカツオブシムシ 10/4 〇

チビケカツオブシムシ 6/8 〇

ヒョウホンムシ ナガヒョウホンムシ 3/30 〇

コガネムシ アオカナブン 7/16 〇 〇 〇

アオドウガネ 8/17 〇 〇

アオハナムグリ 5/29 〇 〇

アカビロウドコガネ 7/19 〇 〇

オオセンチコガネ 8/24 〇 〇

オオトラフハナムグリ 6/15 〇

カブトムシ 6/21 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ｄ

カナブン 6/24 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

クロカナブン 7/17 〇 〇 〇 〇 〇

クロコガネ 7/21 〇 〇 ｄ

クロハナムグリ 5/13 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ｄ 〇 〇

コアオハナムグリ 5/16 〇 〇 〇 〇 〇 〇

コイチャコガネ 5/25 〇 〇 〇

コフキコガネ 7/10 〇 〇

コブマルエンマコガネ 8/7 〇

サクラコガネ 7/21 〇

シラホシハナムグリ 6/21 〇 ｄ 〇 〇 〇

シロテンハナムグリ 5/29 〇 〇 〇 〇 〇 〇

スジコガネ 7/26 〇 〇

セマダラコガネ 6/19 〇 〇 〇

ドウガネブイブイ 7/21 〇

ナミハナムグリ 6/3 〇

ヒメアシナガコガネ 6/11 〇 〇 〇

ヒメコガネ 7/26 〇

ヒラタハナムグリ 5/28 〇

ビロウドコガネ 5/13 〇 〇 〇

マメコガネ 7/3 〇 〇 〇 〇

タマムシ アカガネチビタマムシ 8/15 〇

ダンダラチビタマムシ 5/4 〇

マスダクロホシタマムシ 6/4 〇 〇

ムツボシタマムシ 6/12 〇

エンマムシ オオヒラタエンマムシ 10/4 〇

クロエンマムシ 9/13 〇

ナガハナノミ ヒゲナガハナノミ 6/6 〇

クワガタムシ ノコギリクワガタ 7/2 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

スジクワガタ 6/18 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

ミヤマクワガタ 6/19 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

コクワガタ 6/7 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

センチコガネ オオセンチコガネ 8/24 〇

センチコガネ 5/3 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

ベニボタル カクムネベニボタル 5/3 〇 〇

マエアカクロベニボタル 6/28 〇

ホタル オオオバボタル 6/10 〇 〇 〇 〇

オバボタル 7/3 〇 〇 〇

ゲンジボタル 6/21 〇

ベニボタル 4/6 〇

ムネクリイロボタル 6/14 〇

ジョウカイボン アオジョウカイ 6/6 〇

クビアカジョウカイ 7/2 〇

クビボソジョウカイ 5/9 〇

クロジョウカイ 6/10 〇

ヒガシマルムネジョウカイ 6/5 〇 〇

ムネアカクロジョウカイ 7/8 〇

ミヤマクビボソジョウカイ 5/9 〇

ジョウカイモドキ ツマキアオジョウカイモドキ 5/29 〇

ヒロオビジョウカイモドキ 7/5 〇 〇

カミキリモドキ アオカミキリモドキ 6/24 〇 〇

カミキリモドキSP 5/8 〇

＜コウチュウ目＞
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表 2 6/13 2025 年昆虫出現状況

 

初見日

科 種 初鳴日 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下

キイロカミキリモドキ 8/23 〇

フタイロカミキリモドキ 7/5 〇

コメツキムシ アカヒゲヒラタコメツキ 4/18 〇 〇 〇

オオアカコメツキ 5/29 〇

オオシモフリコメツキ 4/17 〇

オオツヤハダコメツキ 7/26 〇

オオナガコメツキ 7/13 〇 〇 〇

クロツヤクシコメツキ 6/12 〇

コメツキムシSP 4/10 〇

サビキコリ 8/23 〇 〇

ダンダラコメツキ 8/17 〇 〇

トラフコメツキ 4/17 〇

ヒゲコメツキ 6/7 〇 〇 〇

ヨツキボシコメツキ 5/8 〇 〇 〇 〇

ケシキスイ ナガコゲチャケシキスイ 8/7 〇

ムナビロオオキスイ 5/3 〇 〇 〇 〇 〇

ヨツボシケシキスイ 6/14 〇 〇 〇

テントウムシ ウンモンテントウ 11/14 〇
オオニジュウヤホシテントウ 6/5 〇

カメノコテントウ 6/27 〇 〇

シロジュウシホシテントウ 4/15 〇 ｄ

トホシテントウ 7/31 〇

ナナホシテントウ 4/18 〇

ナミテントウ 6/7 〇 〇 〇 〇

ヒメアカホシテントウ 3/8 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 冬 冬 冬

フタホシテントウ 1/21 冬 冬 冬 冬

ヤマトアザミテントウ 7/17 〇 〇

オオキノコムシ クロアシコメツキモドキ 5/5 〇 〇

スグロホソオオキノコムシ 3/13 〇

ヒメオビオオキノコムシ 8/17 〇

ルイスコメツキモドキ 6/10 〇 〇

オオキスイムシ ムナビロオオキスイ 4/18 〇 〇 〇 〇 〇

ヨツボシオオキスイ 6/7 〇 〇

ゴミムシダマシ アオハムシダマシ 5/13 〇 〇 〇

カクスナゴミムシダマシ 7/8 〇

キマワリ 7/4 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

ナミウスイロクチキムシ 6/27 〇

ヒゲブトゴミムシダマシ 8/17 〇

ヒメキマワリ 7/4 〇 〇

ヒメスナゴミムシダマシ 6/6 〇

ヒメナガキマワリ 7/26 〇

チビキカワムシ オオクチキムシダマシ 4/17 〇

アカハネムシ オニアカハネムシ 5/8 〇 〇

アリモドキ アカホソアリモドキ 5/14 〇

カミキリムシ アカハナカミキリ 7/9 〇 〇

アトモンサビカミキリ 5/4 〇

ウスバカミキリ 7/19 〇

オオヨツスジハナカミキリ 8/1 〇

エゾトラカミキリ 5/13 〇

カタシロゴマフカミキリ 9/23 〇

キクスイカミキリ 5/29 〇

キボシカミキリ 7/3 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

クモノスモンサビカミキリ 5/8 〇

クロカミキリ 8/23 〇

コバネカミキリ 7/17 〇 〇

ゴマフカミキリ 9/15 〇

シラケトラカミキリ 7/13 〇

シラホシカミキリ 6/21 〇

シロスジカミキリ 6/21 〇 〇 〇 〇 ｄ

セミスジコブヒゲカミキリ 7/23 〇

＜コウチュウ目＞
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表 2 7/13 2025 年昆虫出現状況

 

初見日

科 種 初鳴日 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下

タテジマカミキリ 7/8 〇 〇

ドイカミキリ 4/10 〇

トラフカミキリ 7/21 〇 〇

ナガゴマフカミキリ 7/2 〇 〇 〇 〇

ニセシラホシカミキリ 6/15 〇 〇 〇

ノコギリカミキリ 7/11 〇 〇 〇 〇

ヒナルリハナカミキリ 5/3 〇

ヒメヒゲナガカミキリ 6/21 〇 〇

ビロウドカミキリ 7/15 〇 〇

ホソカミキリ 7/29 〇

ホソツツリンゴカミキリ 7/10 〇

ホソトラカミキリ 5/20 〇 〇

ミドリカミキリ 5/27 〇

ミヤマカミキリ 7/19 〇 〇 〇

モモグロハナカミキリ 5/29 〇

ヤハズカミキリ 7/4 〇 〇

ヨツスジハナカミキリ 6/18 〇 〇 〇 〇

ヨツキボシカミキリ 6/11 〇

リンゴカミキリ 7/13 〇

ルリカミキリ 6/14 〇

ルリボシカミキリ 7/17 〇

ハムシ アオバネサルハムシ 7/3 〇 〇

アカガネサルハムシ 6/10 〇 〇

アカクビナガハムシ 7/17 〇

アザミオオハムシ 7/2 〇 〇 〇

アトボシハムシ 4/18 〇 〇

イタドリハムシ 5/8 〇 〇 〇 〇 ｄ

イチモンジカメノコハムシ 5/3 〇 〇 〇

イノコヅチカメノコハムシ 5/27 〇 〇

ウリハムシ 7/10 〇 〇 〇

ウリハムシモドキ 6/21 〇 〇 〇

オオキイロマルノミハムシ 6/4 〇 〇 〇 〇

カタクリハムシ 5/9 〇

カバノキハムシ 4/23 〇 〇

ガマズミトビハムシ 9/11 〇

キアシヒゲナガアオハムシ 7/5 〇 〇

キイロクワハムシ 5/29 〇 〇

キバラルリクビボソハムシ 8/16 〇 〇

キベリクビボソハムシ 6/14 〇

クルミハムシ 6/6 〇

クロウリハムシ 4/23 〇 〇 〇 〇 〇

クワハムシ 5/4 〇 〇 〇 〇

コガタルリハムシ 3/28 〇 〇 〇 〇

コマルノミハムシ 7/2 〇 〇 〇

サンゴジュハムシ 7/8 〇 〇 〇 〇

セモンジンガサハムシ 5/21 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

タマアシトビハムシ 3/28 〇

ツブノミハムシ 7/26 〇

トビサルハムシ 4/26 〇 〇 〇

ハッカハムシ 10/4 〇 〇 〇

バラルリツツハムシ 5/11 〇 〇 〇

フジハムシ 4/8 〇 〇 〇

フタホシオオノミハムシ 6/12 〇

ホタルハムシ 7/5 〇

マダラアラゲサルハムシ 6/11 〇 〇

ムナグロツヤハムシ 4/10 〇 〇

ムネアカサルハムシ 6/12 〇

ヤツボシツツハムシ 6/27 〇

ヤナギルリハムシ 5/15 〇 〇

ヨツボシハムシ 9/2 〇 〇 〇

ヨモギトビハムシ 7/12 〇

＜コウチュウ目＞
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表 2 8/13 2025 年昆虫出現状況

 

初見日

科 種 初鳴日 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下

ヨモギハムシ 3/20 〇 〇 〇 〇

リンゴコフキハムシ 6/6 〇 〇

ルリマルノミハムシ 9/6 〇

ルリミノハムシ 5/27 〇

オトシブミ アシナガオトシブミ 5/5 〇

ウスアカオトシブミ 6/6 〇

エゴツルクビオトシブミ 6/5 〇

カシルリオトシブミ 5/4 〇

ドロハマチョッキリ 5/20 〇 〇

ハイイロチョッキリ 7/13 〇

ヒゲナガオトシブミ 5/9 〇

ヒメクロオトシブミ 5/4 〇

ゾウムシ アラハダシラホシゾウムシ 6/8 〇

エゴシギゾウムシ 5/13 〇

エゴヒゲナガゾウムシ 7/23 〇 〇 〇 〇

オオクチブトゾウムシ 6/27 〇

オオゾウムシ 5/15 〇 ｄ 〇 〇 〇 〇

オジロアシナガゾウムシ 9/6 〇

カオジロヒゲナガゾウムシ 6/27 〇

カシワクチブトゾウムシ 4/23 〇 〇 〇

カツオゾウムシ 7/17 〇

キスジアシナガゾウムシ 5/11 〇

クリアナアキゾウムシ 5/29 〇 〇
ケブカトゲアシヒゲボソゾウムシ 5/4 〇 〇

コナラシギゾウムシ 9/20 〇

コフキゾウムシ 5/11 〇

サビヒョウタンゾウムシ 5/8 〇

シリジロヒゲナガゾウムシ 9/11 〇

トホシオサゾウムシ 5/28 〇 〇 〇

ハスジカツオゾウムシ 6/6 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

フトアナアキゾウムシ 9/3 〇

ホソアナアキゾウムシ 5/8 〇 〇

マダラアシゾウムシ 10/3 〇

コロギス ハネナシコロギス 6/15 〇

カマドウマ ハヤシウマ 12/5 室

マダラカマドウマ 3/30 〇 室 室 室

キリギリス クサキリ 9/13 v

クビキリギリス 10/2 ｖ

ササキリ 8/23 v v v ｖ v

ハヤシノウマオイ 8/29 v

ヒメクサキリ 8/16 v v v

アシグロツユムシ 8/26 v v v v v

エゾツユムシ 8/14 v

サトクダマキモドキ 7/19 v v v ｖ ｖ

セスジツユムシ 8/5 v v v v v v v v v v

ツユムシ 8/11 v v

ヘリグロツユムシ 9/6 v

コオロギ エンマコオロギ 8/16 v v v v v v v

ハラオカメコオロギ 8/17 v v c v ｖ

ツヅレサセコオロギ 9/5 v c c ｃ

モリオカメコオロギ 9/4 v v v c

ヒバリモドキ ヤマトヒバリ 8/10 ｃ c c c v c c ｃ c

シバスズ 7/12 ｃ v v v v c ｃ ｃ

マダラスズ 7/12 V c ｃ ｃ

マツムシ カンタン 9/5 c c c

バッタ アオフキバッタ 7/24 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

イボバッタ 8/22 〇

クルマバッタ 9/19 〇

クルマバッタモドキ 8/26 〇 〇

コバネイナゴ 7/26 〇 〇 〇 〇 〇

3 4 5 6 12117 98 101 2
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表 2 9/13 2025 年昆虫出現状況

 

初見日

科 種 初鳴日 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下

ヒロバネヒナバッタ 8/15 〇 〇

ミカドフキバッタ 8/13 〇 〇 〇

ヤマトフキバッタ 8/20 〇 〇 〇 〇

オンブバッタ オンブバッタ 7/15 〇 〇

ヒシバッタ トウカイコガネヒシバッタ 8/1 〇

ハラヒシバッタ 4/25 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

ヒシバッタSP 4/6 〇 〇

イトトンボ アジアイトトンボ 5/14 〇 〇

クロイトトンボ 8/13 〇

モノサシトンボ モノサシトンボ 6/27 〇 〇 〇

アオイトトンボ アオイトトンボ 10/3 〇

オオアオイトトンボ 8/23 〇 〇 〇 〇

オツネントンボ 3/18 〇 〇 〇

カワトンボ ニホンカワトンボ 5/4 〇 〇 〇

ミヤマカワトンボ 5/27 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

ハグロトンボ 7/26 〇 〇 〇 〇 〇 〇

ヤンマ コシボソヤンマ 8/1 〇 〇 〇 〇

ミルンヤンマ 9/27 〇

ヤブヤンマ 7/19 〇 ｄ

サナエトンボ オジロサナエ 6/27 〇 〇

コオニヤンマ 7/15 〇 〇 〇 〇 〇 〇

ダビドサナエ 5/29 〇 〇

ヤマサナエ 5/21 〇 〇 〇

ムカシヤンマ ムカシヤンマ 5/21 〇

オニヤンマ オニヤンマ 7/21 〇 〇 〇 〇 〇

ヤマトンボ コヤマトンボ 6/12 〇 〇 〇

トンボ アキアカネ 8/23 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

ウスバキトンボ 8/7 〇 〇 〇

オオシオカラトンボ 7/15 〇 〇

コシアキトンボ 7/3 〇 〇

シオカラトンボ 6/5 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

チョウトンボ 8/8 〇

ナツアカネ 7/5 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

ノシメトンボ 6/29 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

ヒメアカネ 8/30 〇

マイコアカネ 7/6 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

マユタテアカネ 7/8 〇 〇 〇 〇 〇 〇

カタカイガラムシ ツノロウムシ 4/3 〇 〇 〇

ヒモワタカイガラムシ 5/15 〇

セミ アブラゼミ 7/12 ｖ ｖ ｖ ｖ ｖ ｃ

エゾゼミ 7/15 c c ｃ c c

エゾハルゼミ 6/18 c

ツクツクボウシ 7/18 v c ｃ v ｖ ｖ ｖ ｖ ｖ ｖ

チッチゼミ 8/23 ｃ

ニイニイゼミ 6/28 c ｖ ｖ ｃ ｃ ｃ ｃ

ヒグラシ 6/21 c ｖ ｖ ｖ ｖ ｖ ｖ

ミンミンゼミ 7/14 v v ｃ v v ｃ c c
コガシラアワフキムシ コガシラアワフキ 7/8 〇 〇 〇 〇 〇 〇

アワフキムシ モンキアワフキ 10/10 〇

トゲアワフキムシ ムネアカアワフキ 5/8 〇

コガシラウンカ ウチワコガシラウンカ 10/2 〇

アオバハゴロモ アオバハゴロモ 7/31 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

ハゴロモ ベッコウハゴロモ 7/19 〇 〇 〇 〇 〇 〇

スケバハゴロモ 7/25 〇 〇 〇 〇 〇 〇

アメンボ コセアカアメンボ 3/22 〇 〇 〇

ナミアメンボ 4/17 〇 〇

キンカメムシ アカスジキンカメムシ 6/5 〇 〇 〇 〇 ｄ 〇 〇 〇 〇
アカスジキンカメムシ(黒化型) 7/16 〇

カスミカメムシ オオチャイロカスミカメ 7/2 〇

＜カメムシ目＞

101 2

＜バッタ目＞

　　＜目＞

＜トンボ目＞

3 4 5 6 12117 98



表 2 10/13 2025 年昆虫出現状況

 

初見日

科 種 初鳴日 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下

マダラカスミカメ 7/3 〇

ヨコバイ ウスブチミャクヨコバイ 7/4 〇

シラホシスカシヨコバイ 9/4 〇

ツマグロオオヨコバイ 3/22 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

マエジロオオヨコバイ 5/9 〇 〇

ヤマシロヒメヨコバイ 5/11 〇

ツノゼミ トビイロツノゼミ 6/4 〇 〇

マキバサシガメ コバネマキバサシガメ 7/31 〇 〇

グンバイムシ ナシグンバイ 8/30 〇

ヒメグンバイ 9/11 〇

サシガメ アカサシガメ 5/8 〇 〇 〇

オオトビサシガメ 4/11 〇 〇 〇

クロモンサシガメ 4/26 〇 〇 〇 〇

シマサシガメ 6/5 〇 〇 〇

ヤニサシガメ 4/11 〇 〇

ヨコヅナサシガメ 5/15 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

ヒラタカメムシ クロヒラタカメムシ 5/15 〇

オオメナガカメムシ オオメナガカメムシ 5/9 〇 〇 〇

オオホシカメムシ ヒメホシカメムシ 6/15 〇

ヘリカメムシ オオクモヘリカメムシ 5/25 〇 ｄ

オオツマキヘリカメムシ 4/27 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

キバラヘリカメムシ 5/8 〇

シロヘリハラビロカメムシ 7/10 〇

ハリカメムシ 7/2 〇 〇 〇

ホシハラビロヘリカメムシ 5/20 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

ホソハリカメムシ 7/8 〇 〇 〇 〇

ホソヘリカメムシ クモヘリカメムシ 3/8 〇 〇 〇 〇

ホソヘリカメムシ 1/5 冬 〇 〇 〇 〇 〇 〇

クヌギカメムシ クヌギカメムシ 1/25 ｄ ｄ

ヨツモンカメムシ 3/13 〇

マルカメムシ マルカメムシ 4/26 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

ツチカメムシ ツチカメムシ 6/6 〇 〇 〇 冬

ツノカメムシ エサキモンキツノカメムシ 2/22 ｄ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

セアカツノカメムシ 6/14 〇 〇 〇 〇 〇 〇

ツノアカツノカメムシ 2/15 〇 ｄ

ハサミツノカメムシ 5/13 〇 〇 〇

ヒメツノカメムシ 5/13 〇

ヒメハサミツノカメムシ 3/22 〇 〇

フトハサミツノカメムシ 7/27 〇

モンキツノカメムシ 8/31 〇 〇

カメムシ ウシカメムシ 2/26 〇 〇 〇 〇 〇

エゾアオカメムシ 5/8 〇

エビイロカメムシ 8/31 〇

クサギカメムシ 1/5 冬 冬 冬 冬 冬 冬 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 室 室 室

チャバネアオカメムシ 4/17 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ｄ 〇

ツマジロカメムシ 5/16 〇 〇 〇 〇

ツヤアオカメムシ 1/21 冬 〇 ｄ

トゲカメムシ 7/8 〇 〇 〇 〇 〇 〇

トゲシラホシカメムシ 7/26 〇 〇

トホシカメムシ 5/3 〇 〇 ｄ

ナガメ 4/26 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

ミヤマカメムシ 4/20 〇

ヨツボシカメムシ 10/23 〇
ヒョウタンナガカメムシ オオモンシロナガカメムシ 6/11 〇 〇

チャイロナガカメムシ 7/2 〇

チャモンナガカメムシ 5/25 〇 〇 〇

ヒゲナガカメムシ 7/19 〇

モンシロナガカメムシ 8/17 〇 〇

マダラナガカメムシ セスジヒメンガカメムシ 9/10 〇

キバチ ニホンキバチ 9/6 〇

＜カメムシ目＞

＜ハチ目＞

101 2　　＜目＞ 3 4 5 6 12117 98



表 2 11/13 2025 年昆虫出現状況

 

初見日

科 種 初鳴日 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下

ハバチ オオコシアカハバチ 6/6 〇

ナカアカシダハバチ 5/4 〇

ミフシハバチ ルリチュウレンジ 6/10 〇 〇

ヒメバチ キアシオナガトガリヒメバチ 7/3 〇 〇

コクロオナガトガリヒメバチ 7/10 〇

ミノオキイロヒラタヒメバチ 7/31 〇

アリバチ ムネアカアリバチ 6/6 〇

ツチバチ アカスジツチバチ 7/5 〇 〇

オオハラナガツチバチ 10/2 〇

オオモンツチバチ 9/4 〇

キオビツチバチ 7/2 〇 〇 〇 ｄ

キンケハラナガツチバチ 9/2 〇 〇

ヒメハラナガツチバチ 9/6 〇

スズメバチ エントツドロバチ 6/8 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

オオスズメバチ 5/4 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

オオフタオビドロバチ 7/2 〇 〇

キアシナガバチ 5/8 〇 〇

キイロスズメバチ 7/15 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ｄ

キボシアシナガバチ 3/14 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

コアシナガバチ 6/27 〇 〇 〇 〇 〇

コガタスズメバチ 5/29 〇 〇 〇 〇 〇 〇

スズバチ 9/2 〇 〇 〇 〇

ヒメスズメバチ 7/10 〇 〇 〇 〇 〇

ムモントックリバチ 10/13 〇

ムモンホソアシナガバチ 5/20 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

モンスズメバチ 7/13 〇 〇 〇 〇 〇

アリ クロオオアリ 4/13 〇 〇

クロヤマアリ 11/24 〇

ムネアカオオアリ 3/12 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 室

アナバチ サトジガバチ 10/17 〇

ミカドジガバチ 9/4 〇

ヤマジガバチ 7/29 〇

ギングチバチ オオハヤバチ 8/5 〇

ヒメハナバチ キバナヒメハナバチ 4/9 〇

ハキリバチ ハラアカヤドリハキリバチ 8/22 〇

ミツバチ キムネクマバチ（クマバチ） 4/27 〇 〇 〇 〇 〇 〇

クロマルハナバチ 9/2 〇

コマルハナバチ 4/6 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

トラマルハナバチ 6/5 〇 〇 〇 〇 〇 〇

ニホンミツバチ 7/8 〇

イシノミ イシノミSP 6/4 〇

ヤマトイシノミ 6/12 〇 〇 〇 〇 〇

ヒラタカゲロウ クロタニガワカゲロウ 4/5 〇 〇

シロタニガワカゲロウ 6/5 〇

モンカゲロウ モンカゲロウ 6/4 〇

カワゲラ オオヤマカワゲラ 5/8 〇 〇 〇

カワゲラSP 4/13 〇

クロヒゲカワゲラ 7/29 〇

フタツメカワゲラ 6/6 〇 〇 〇 〇

クロカワゲラ クロカワゲラSP 1/28 〇 〇 〇 〇 〇

トビナナフシ エダナナフシ 7/13 〇 〇

ナナフシモドキ ナナフシモドキ 9/27 〇

ハサミムシ コバネハサミムシ 9/12 〇

クギヌキハサミムシ コブハサミムシ（アルマン型） 3/16 〇 〇

＜カワゲラ目＞

＜イシノミ目＞

＜ナナフシ目＞

＜ハサミムシ目＞

＜ハチ目＞

その他

＜カゲロウ目＞
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表 2 12/13 2025 年昆虫出現状況

 

初見日

科 種 初鳴日 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下

コブハサミムシ（ルイス型） 3/13 〇 〇 〇

ゴキブリ ヤマトゴキブリ 11/30 室

ミソガシラシロアリ ヤマトシロアリ 12/23 〇

＜カジリムシ目＞

ケブカチャタテ ウスベニチャタテ 6/29 〇 〇 〇

ウロコチャタテ オオウロコチャタテ 8/11 〇 〇 〇 〇

カマキリ オオカマキリ 8/10 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

コカマキリ 7/5 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

ヘビトンボ ヘビトンボ 6/21 〇 〇 〇 〇

ヤマトクロスジヘビトンボ 6/4 〇 〇 〇

ヒロバカゲロウ カスリヒロバカゲロウ 6/10 〇

スカシヒロバカゲロウ 6/6 〇

ヤマトヒロバカゲロウ 7/11 〇

カマキリモドキ ヒメカマキリモドキ 7/8 〇 〇

ヒメカゲロウ ミヤマヒメカゲロウ 6/27 〇

モンカゲロウ モンカゲロウ 5/18 〇 〇

クサカゲロウ クサカゲロウ 5/15 〇 〇

ウスバカゲロウ ウスバカゲロウ 7/23 〇 〇 〇 〇 〇

シリアゲムシ ヤマトシリアゲ 5/22 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

プライアシリアゲ 5/6 〇 〇 〇

ガガンボ キイロホソガガンボ 6/11 〇 〇

キリウジガガンボ 5/9 〇 〇

ニッポンアシワガガンボ 5/6 〇

ホソガガンボSP 7/8 〇

マダラガガンボ 5/18 〇

マドガガンボ 9/6 〇

ミスジガガンボ 6/11 〇 〇

ハルカ ハマダラハルカ 4/15 〇

ケバエ ハグロケバエ 5/8 〇

ナミキノコバエ ツマグロオオキノコバエ 6/18 〇

カ アカイエカ 8/7 〇

クロバネキノコバエ セアカキノコバエ 5/3 〇

シギアブ ネウスシギアブ 7/8 〇

アブ イヨシロオビアブ 8/7 〇

ウシアブ 8/28 〇

キスジアブ 7/5 〇

キンイロアブ 8/14 〇

シロフアブ 7/26 〇 〇

ヒメアブ 7/17 〇

ヤマトアブ 6/22 〇 〇 〇 〇

ミズアブ キイロコウカアブ 8/16 〇 〇 〇

ミズアブSP 7/7 〇

ツルギアブ ヤマトツルギアブ 5/25 〇

ムシヒキアブ オオイシアブ 7/24 〇

シオヤアブ 7/3 〇 〇 〇 〇 〇

トラフムシヒキ 5/20 〇

ナミマガリケムシヒキ 7/11 〇 〇

ヒサマツムシヒキ 8/31 〇

マガリケムシヒキ 5/25 〇 〇 〇 〇

ツリアブ スキバツリアブ 7/29 〇 〇 〇 〇

ビロウドツリアブ 3/23 〇 〇 〇 〇 〇 〇

ホシツリアブ 7/29 〇

アシナガバエ アシナガキンバエ 6/12 〇

ウデゲヒメホソアシナガバエ 7/26 〇

マダラホソアシナガバエ 6/21 〇 〇 〇 〇

＜アミメカゲロウ目＞

＜ハエ目＞

＜ゴキブリ目＞

＜カマキリ目＞

＜ヘビトンボ目＞

＜ハサミムシ目＞

＜シリアゲムシ目＞
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表 2 13/13 2025 年昆虫出現状況

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※C(聴認) V(視認) ｄ(死骸確認) 室(室内確認) 冬(越冬確認)  

初見日

科 種 初鳴日 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下

ハナアブ アシブトハナアブ 4/29 〇 〇 〇 〇

オオハナアブ 7/13 〇 〇 〇

シマアシブトハナアブ 7/13 〇

シロスジナガハナアブ 6/15 〇

スイセンハナアブ 5/8 〇

ニトベベッコウハナアブ 10/9 〇

フタホシヒラタアブ 3/23 〇

ヘリヒラタアブ 10/9 〇

ホソヒラタアブ 3/8 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

ベッコウバエ ベッコウバエ 10/9 〇

クロバエ シリブトミドリバエ 7/19 〇

シマバエ シモフリシマバエ 7/5 〇

ヒラヤマシマバエ 6/21 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

ヤブクロシマバエ 7/5 〇

ミバエ キイロケブカミバエ 6/7 〇 〇 〇

タテジマハマダラミバエ 3/22 〇 〇

ミスジバエ 5/20 〇

ミツボシハマダラミバエ 6/10 〇

ナガズヤセバエ ホシアシナガヤセバエ 7/19 〇 〇

モンキアシナガヤセバエ 8/30 〇 〇

マルズヤセバエ マエジロアシナガヤセバエ 6/6 〇

トゲハネバエ トゲハネバエSP 11/24 〇

ミヤマキイロトゲハネバエ 12/3 〇

ショウジョウバエ モンコガネショウジョウバエ 12/3 〇

キモグリバエ ヤマギシモリノキモグリバエ 1/5 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

ヤドリバエ シナヒラタヤドリバエ 6/6 〇

クチナガハリバエ 7/13 〇

コガネオオハリバエ 10/4 〇

マルボシヒラタヤドリバエ 5/13 〇 〇 〇 〇 〇

ヨコジマオオハリバエ 6/17 〇

エグリトビケラ ホタルトビケラ 12/3 〇

＜ハエ目＞

＜トビケラ目＞
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15 
 

植物の開花状況について 
*新田隆一・齋正宏・木田秀幸・菅井潤 

*報告者 
 
１．開花が確認された種 
 2025 年 1 月から 12 月までの期間、観察

の森内およびその周辺地域において、巡回

の際に開花を確認した植物を記録した。確

認した植物は、表 1 のとおり 89 科 351 種

であった。 
確認した植物の開花時期は、次項の表 2

に示した。 
表 1．2025 年科毎の開花確認種数一覧 

 
２．開花傾向 
 開花が確認された植物の種類で多いの

は、表 1 よりキク科：40 種、バラ科：22
種、シソ科：17 種、ツツジ科：15 種、ス

ミレ科 14 種、ラン科：13 種、マメ科：12
種、キンポウゲ科・ユキノシタ科：9 種、

クサスギカズラ科７種、などであった。 
 開花の月別確認数を図 1 に示す。1・２

月から咲くものもあるが、本格的には 3 月

から開花が始まり、5 月の間に全体の 55%

ほどがこの時期となっている。4 月の開花

が突出していて、全体の 25.4％を占める種

数であった。7 月以降は落ち着いて行き、

12 月に開化確認を終えた。 

 

図 1．2025 年 月別開花確認種数 

2025 年に開花が確認された植物の開花

確認日と種名を表 2 に示した。 
 マンサクとセリバオウレンは、１月に開

花を確認したが、早咲きと思われるので 3
月になって咲き始めたものを通常開花とし

て記録した。春の指標として注目されてい

るカタクリは、3 月 23 日に開花し、前年

より 8 日遅かった。最後の開花確認はサザ

ンカで 12 月 16 日だった。   
宮城県内では非常に希少な種のエイザン

スミレとヒカゲスミレの自然交雑種のスワ

スミレは、イノシシによる掘り起こしの影

響を受けて消失してしまったと思われる。

新たに別の場所での開花を確認できた。 
３．参考文献 
『植物和名―学名インデックスＹList』 

「 米倉浩司・梶田忠（2007_） 

「BG Plants 和名－学名インデックス」 

(ＹList),http://ylist.info 」

種数 種数 種数

◆ ヒノキ科 1 ○ ユキノシタ科 8 ○ アジサイ科 3

○ ハイノキ科 1 ○ ベンケイソウ科 1 ○ ツリフネソウ科 1
○ エゴノキ科 1 ○ ブドウ科 2 ○ サクラソウ科 2
○ センリョウ科 1 ○ ゴマノハグサ科 1 ○ ツバキ科 2
○ ドクダミ科 1 ○ フウロソウ科 1 ○ オトギリソウ科 1
○ ウマノスズクサ科 1 ○ サギゴケ科 1 ○ リョウブ科 1
○ モクレン科 1 ○ ミツバウツギ科 1 ○ ツツジ科 15
○ ロウバイ科 1 ○ ウルシ科 1 ○ アオキ科 1
○ クスノキ科 2 ○ キブシ科 1 ○ アカネ科 5
△ サトイモ科 2 ○ アカバナ科 1 ○ リンドウ科 4
△ キンコウカ科 1 ○ マメ科 12 ○ ムラサキ科 3
△ ヤマノイモ科 1 ○ バラ科 22 ○ オオバコ科 4
△ シュロソウ科 3 ○ クロウメモドキ科 1 ○ シソ科 17
△ イヌサフラン科 1 ○ グミ科 1 ○ ハエドクソウ科 1
△ サルトリイバラ科 1 ○ ニレ科 2 ○ サギゴケ科 1
△ ユリ科 7 ○ クワ科 2 ○ ハマウツボ科 1
△ ラン科 13 ○ イラクサ科 7 ○ キツネノマゴ科 1
△ アヤメ科 2 ○ ブナ科 3 ○ ハナイカダ科 1
△ ワスレグサ科 1 ○ クルミ科 1 ○ モチノキ科 2
△ ヒガンバナ科 4 ○ カバノキ科 4 ○ キキョウ科 4
△ クサスギカズラ科 7 ○ ニシキギ科 1 ○ キク科 40
△ ツユクサ科 1 ○ カタバミ科 4 ○ ガマズミ科 4
△ イグサ科 1 ○ トウダイグサ科 4 ○ スイカズラ科 5
△ カヤツリグサ科 2 ○ スミレ科 14 ○ ウコギ科 4
△ イネ科 9 ○ ヤナギ科 1 ○ セリ科 6
○ ケシ科 4 ○ アブラナ科 5
○ アケビ科 2 ○ ムクロジ科 7
○ メギ科 2 ○ ミカン科 4
○ キンポウゲ科 8 ○ タデ科 7 ◆

○ アワブキ科 1 ○ ナデシコ科 9 ○

○ マンサク科 1 ○ ヒユ科 2 △

○ カツラ科 1 ○ ミズキ科 4

単子葉類：16科56種

89科351種

科名 科名 科名

裸子植物：1科1種

双子葉類：72科294種

http://ylist.info
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表 2．2025 年 開花状況一覧  

 

１月

オオイヌノフグリ 帰化 1/28 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ △
ロウバイ 植栽 2/1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ △
コハコベ 2/1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ △
スギ 2/28 ○ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ △
マンサク 3/1 ○ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ △
セリバオウレン 3/1 ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ △
アズマスゲ 3/7 ○ ◎ ◎ ◎ △
ケヤマハンノキ 3/11 ○ ◎ ◎ ◎ △
ヤマナラシ 3/11 ○ ◎ ◎ ◎ △
ツノハシバミ 3/11 ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ △
ヒメオドリコソウ 帰化 3/13 ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ △
フキ 3/13 ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ △
ミチタネツケバナ 帰化 3/14 ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ △
ミヤマカンスゲ 3/14 ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ △
キブシ 3/15 ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ △
アセビ 3/16 ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ △
ヤマネコノメソウ 3/19 ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ △
アオイスミレ 3/19 ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ △
ネコノメソウ 3/21 ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ △
ウメ 植栽 3/22 ○ ◎ ◎ ◎ ◎ △
カタクリ 3/23 ○ ◎ ◎ ◎ ◎ △
コチャルメルソウ 3/23 ○ ◎ ◎ ◎ ◎ △
ナガハシスミレ 3/23 ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ △
タチツボスミレ 3/23 ○ ○ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ △
ミヤマウグイスカグラ 3/23 ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ △
キクザキイチゲ 3/25 ○ ◎ ◎ ◎ ◎ △
アズマイチゲ 3/25 ○ ◎ ◎ ◎ ◎ △
シュンラン 3/25 ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ △
マキノスミレ 3/25 ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ △
ヒナスミレ 3/27 ○ ◎ ◎ ◎ △
ムスカリ 逸出 3/27 ○ ◎ ◎ △
スズメノカタビラ 3/27 ○ ◎ ◎ △
ハルニレ 3/27 ○ ◎ ◎ △
カツラ 3/27 ○ ◎ △
ユリワサビ 3/28 ○ ◎ ◎ ◎ ◎ △
ニリンソウ 3/28 ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ △
チョウジザクラ 3/29 ○ ○ ◎ ◎ ◎ △
エゾタンポポ 3/29 ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ △
センボンヤリ 3/30 ○ ◎ ◎ ◎ ◎ △
オオコガネネコノメソウ 3/30 ○ ◎ ◎ ◎ △
ニッコウネコノメソウ 4/3 ○ ◎ ◎ △
ショウジョウバカマ 4/5 ○ ◎ ◎ △
キバナノアマナ 4/5 ○ ◎ ◎ △
ヒメフタバラン 4/6 ○ ◎ △
エンレイソウ 4/6 ○ ○ ◎ ◎ ◎ △
ミツバツチグリ 4/8 ○ ◎ ◎ ◎ ◎ △
ナツトウダイ 4/8 ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ △
ナズナ 4/8 ○ ◎ ◎ ◎ ◎
ヒノキ 4/8 ○ ◎ ◎ ◎ △
アメリカスミレサイシン帰化 4/8 ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ △
トウゴクサイシン 4/8 ○ ◎ ◎ ◎ △
ミヤマシキミ 4/8 ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ △
ヤマエンゴサク 4/8 ○ ◎ ◎ △
ヌカボシソウ 4/8 ○ ◎ ◎ △
スモモ 植栽 4/9 ○ ◎ △
エイザンスミレ 4/9 ○ ◎ ◎ △
セイヨウタンポポ 帰化 4/9 ○ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎
イヌシデ 4/9 ○ ◎ △
カキドオシ 4/9 ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ △
オオアマナ 逸出 4/9 ○ ◎ ◎ △
フデリンドウ 4/11 ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ △
キュウリグサ 4/11 ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ △
セントウソウ 4/11 ○ ◎ ◎ ◎ △
ヒメヘビイチゴ 4/11 ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ △
アケボノスミレ 4/11 ○ ◎ ◎ ◎ △
ニオイタチツボスミレ 4/11 ○ ◎ ◎ ◎ △
ツルキンバイ 4/11 ○ ◎ ◎ ◎ △

上 中 下上 中 下 上 中 下 上 中
５月

種名　（）内は別名生態初認日
２月 ３月 ４月

下
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ノジスミレ 4/11 ○ ◎ △
コクサギ 4/11 ○ ◎ ◎ ◎ ◎ △
ヒカゲスミレ 4/11 ○ ○ ◎ ◎ △
オオバタネツケバナ 4/12 ○ ◎ ◎ ◎ △
オニイタヤ 4/12 ○ ◎ ◎ ◎ △
モミジイチゴ 4/12 ○ ◎ ◎ ◎ △
ツクバキンモンソウ 4/12 ○ ◎ ◎ ◎ ◎ △
オオバクロモジ 4/12 ◎ △
アカシデ 4/12 ◎ △
ヤブツバキ 4/12 ○ ◎ ◎ △
ヒメニラ 4/12 ○ ◎ △
サンカヨウ 4/12 ○ ◎ △
カテンソウ 4/12 ○ ◎ ◎ ◎ ◎ △
エンコウカエデ 4/12 ○ ◎ ◎ ◎ ◎ △
ヒメスミレ 4/12 ○ ◎ ◎ ◎ △
ニッコウザクラ 4/15 ○ △
ムラサキケマン 4/15 ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ △
ヒゲネワチガイソウ 4/16 ○ ◎ △
イロハモミジ 4/16 ○ ◎ ◎ △
アオキ 4/16 ○ ◎ ◎ ◎ △
ミツバアケビ 4/17 ○ ◎ ◎ ◎ △
スワスミレ 4/17 ○ ◎ ◎ △
ハウチワカエデ 4/17 ○ ◎ ◎ △
トウゴクサバノオ 4/17 ○ ◎ △
カスミザクラ 4/18 ◎ ◎ △
ヤマザクラ 4/18 ◎ ◎ △
ヒメハギ 4/19 ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ △
ヤマブキ 4/19 ○ ◎ ◎ ◎ △
アリアケスミレ 4/19 ○ ◎ ◎ ◎ ◎ △
ニョイスミレ 4/19 ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ △
ホソバノアマナ 4/19 ○ ◎ ◎ △
ヤマツツジ 4/19 ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ △
ハルガヤ 帰化 4/22 ○ ◎ ◎ ◎ △
ムラサキサギゴケ 4/22 ○ ◎ ◎ ◎ ◎ △
オランダミミナグサ帰化 4/22 ○ ◎ ◎ ◎ ◎ △
タチイヌノフグリ 帰化 4/22 ○ ◎ ◎ ◎ ◎ △
サルトリイバラ 4/22 ○ ◎ △
キランソウ 4/22 ○ ◎ ◎ ◎ △
ミヤマハコベ 4/22 ○ ◎ ◎ ◎ △
ヤブヘビイチゴ 4/22 ○ ◎ ◎ ◎ △
ユウシュンラン 4/22 ○ ◎ △
チゴユリ 4/22 ○ ◎ ◎ ◎ △
スズメノヤリ 4/22 ○ ◎ ◎ ◎ ◎ △
ミヤマエンレイソウ 4/24 ○ ◎ △
イカリソウ 4/24 ○ ◎ ◎ ◎ △
ウラシマソウ 4/24 ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ △
クヌギ 4/24 ○ ◎ △
ドウダンツツジ 植栽 4/24 ○ ◎ ◎ ◎ ◎ △
ヤブタビラコ 4/24 ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ △
トウゴクミツバツツジ 4/25 ○ ◎ △
サクラスミレ 4/25 ○ ◎ ◎ △
クロウメモドキ 4/26 ○ ◎ △
ニガイチゴ 4/26 ○ ◎ ◎ △
ルリソウ 4/27 ○ ◎ ◎ △
ラショウモンカズラ 4/29 ○ ○ ◎ ◎ ◎ △
コナラ 4/29 ○ ◎ ◎ △
ヤマグワ 4/29 ○ ◎ △
ミツバウツギ 4/29 ○ ○ ◎ ◎ ◎ △
コメツツジ 植栽 4/30 ○ ○ ◎ ◎ △
ナンブワチガイソウ 4/30 ○ ◎ △
サツキ 4/30 ○ ◎ ◎ △
ケヤキ 4/30 ○ ◎ ◎ △
タニギキョウ 5/1 ○ ◎ △
ハルジオン 帰化 5/1 ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ △
オッタチカタバミ 帰化 5/1 ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ △
ヤマブキソウ 5/1 ○ △
オトコヨウゾメ 5/1 ○ ◎ ◎ △
ウワミズザクラ 5/1 ○ △
ミヤマガマズミ 5/2 ○ ◎ △
ヘビイチゴ 5/2 ○ ◎ ◎ △
マムシグサ 5/2 ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ △

上 中 下
６月

上 中 下 上 中 下
種名　（）内は別名生態初認日

３月 ４月 ５月
上 中 下
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カラスノエンドウ 5/3 ○ ◎ ◎ △
ミツデカエデ 5/3 ○ ◎ △
オニグルミ 5/3 ○ ◎ △
コメツブツメクサ 帰化 5/3 ○ ◎ ◎ ◎ ◎ △
ナツグミ 植栽 5/3 ○ ◎ △
コハウチワカエデ 5/3 ○ ◎ △
コンロンソウ 5/4 ○ ◎ ◎ ◎ △
ツルカノコソウ 5/4 ○ ◎ ◎ ◎ △
ノミノフスマ 5/4 ○ ◎ ◎ △
ハナイカダ 5/4 ○ △
カヤラン 5/4 ○ ◎ ◎ ◎ △
ツリバナ 5/5 ○ ◎ ◎ ◎ △
ニシキギ 5/5 ○ ◎ ◎ ◎ △
アケビ 5/5 ○ ◎ △
ヤブニンジン 5/5 ○ ◎ △
ジシバリ 5/5 ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ △
ナナカマド 5/6 ○ ◎ △
チドリノキ 5/6 ○ ◎ △
フジ 5/9 ○ ◎ ◎ ◎ △
ヒメコウゾ 5/9 ○ ◎ ◎ ◎ △
スイバ 5/9 ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ △
ギンリョウソウ 5/10 ○ ◎ ◎ ◎ ◎ △
ヤエムグラ 5/10 ○ ◎ ◎ △
シャガ 5/11 ○ ◎ ◎ △
ヨツバムグラ 5/11 ○ ◎ ◎ △
ツクバネウツギ 5/11 ○ ◎ ◎ △
マユミ 5/11 ○ ◎ △
ホオノキ 5/13 ○ ◎ ◎ △
ヒメシャガ 5/13 ○ ◎ △
ヤブデマリ 5/13 ○ ◎ ◎ ◎ △
クワガタソウ 5/13 ○ ◎ ◎ △
サワフタギ 5/14 ○ ◎ △
サンショウ 5/14 ○ ◎ △
ニガナ 5/14 ○ ◎ ◎ △
ハナニガナ 5/14 ○ ◎ ◎ △
キンラン 5/14 ○ ◎ ◎ △
ササバギンラン 5/14 ○ ◎ ◎ △
コウゾリナ 5/16 ○ ◎ ◎ △
フタリシズカ 5/17 ○ ◎ △
コゴメウツギ 5/20 ○ ◎ △
トキワハゼ 5/20 ○ ◎ △
ギンラン 5/20 ○ ◎ △
アブラツツジ 5/21 ○ △
マルバダケブキ 5/21 ○ ◎ △
ヤマムグラ 5/21 ○ ◎ △
ヤマウルシ 5/21 ○ ◎ △
サイハイラン 5/21 ○ ◎ △
イヌガラシ 5/21 ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ △
ミズキ 5/23 ○ ◎ △
ホガエリガヤ 5/23 ○ ◎ △
アオハダ 5/23 ○ ◎ △
ミヤマナルコユリ 5/24 ○ ◎ ◎ △
ヤブジラミ 5/25 ○ ◎ ◎ ◎ △
エゴノキ 5/27 ○ ◎ ◎ △
ノアザミ 5/30 ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ △
ガマズミ 5/30 ○ ◎ △
アカショウマ 5/30 ○ ◎ ◎ ◎ △
シロツメクサ 6/3 ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ △
ノイバラ 6/3 ○ ◎ △
ユキノシタ 6/3 ○ ◎ ◎ △
ツルマンネングサ 6/3 ○ ◎ ◎ ◎ ◎ △
コケイラン 6/4 ○ ◎ ◎ △
ヒトツボクロ 6/4 ○ ◎ ◎ △
シラキ 6/4 ○ ◎ △
ジガバチソウ 6/5 ○ ◎ ◎ ◎ △
コナスビ 6/5 ○ ◎ ◎ ◎ △
ヤブムラサキ 6/7 ○ ◎ ◎ △
ヤマボウシ 6/7 ○ ◎ ◎ △
ナツハゼ 6/7 ○ ◎ ◎ △
クリ 6/7 ○ ◎ ◎ ◎ ◎ △
アワブキ 6/8 ○ ◎ ◎ ◎ △

上 中 下
７月

上 中 下 上 中 下 上
種名　（）内は別名生態初認日

４月 ５月 ６月
中 下
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ネジキ 6/10 ○ ◎ △
ノビル 6/10 ○ ◎ ◎ ◎ ◎ △
ウリノキ 6/11 ○ ◎ ◎ ◎ △
ナワシロイチゴ 6/13 ○ ◎ ◎ ◎ △
ウツギ 6/13 ○ ◎ ◎ ◎ △
イチヤクソウ 6/14 ○ ◎ △
スイカズラ 6/14 ○ ◎ ◎ ◎ △ △
イワガラミ 6/15 ○ ◎ ◎ ◎ △
イヌツゲ 6/17 ◎ ◎ △
ドクダミ 6/17 ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ △
オオチドメ 6/17 ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ △
キツネノボタン 6/17 ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ △
ホタルブクロ 6/17 ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ △
ウメガサソウ 6/18 ○ ◎ △
クモキリソウ 6/18 ○ ◎ △
ウシハコベ 6/18 ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ △
ソウシシヨウニンジン 6/20 ○ ◎ ◎ △
カモガヤ 6/20 ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ △
ヤマホタルブクロ 6/21 ○ ◎ △
オカトラノオ 6/21 ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ △
ムラサキシキブ 6/21 ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ △
アカカタバミ 6/21 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ △
ツユクサ 6/21 ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ △
マツバギク 逸出 6/21 ○ ◎ △
イモカタバミ 帰化 6/21 ○ ◎ ◎ ◎ ◎ △
ダイコンソウ 6/22 ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ △
ツメクサ 6/22 ○ ◎ ◎ ◎ △
ハエドクソウ 6/25 ○ ◎ ◎ ◎ ◎ △
アクシバ 6/25 ○ ◎ △
オオバジャノヒゲ 6/25 ○ ◎ ◎ △
バイカツツジ 6/25 ○ ◎ ◎ ◎ ◎ △
ヒメヤブラン 6/27 ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ △
チダケサシ 6/27 ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ △
ノギラン 6/27 ○ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ △
ウマノミツバ 6/29 ○ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ △
ネムノキ 7/1 ○ ◎ ◎ ◎ △
クマノミズキ 7/1 ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ △
ヤブレガサ 7/2 ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ △
ミツバ 7/4 ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ △
ネジバナ 7/4 ○ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ △
ヒヨドリバナ 7/4 ○ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ △
オニドコロ 7/6 ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ △
ヤブカンゾウ 7/8 ○ ◎ ◎ △
ヤマユリ 7/9 ○ ◎ ◎ △
コムラサキ 7/9 ○ ◎ ◎ △
アジサイ 7/10 ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ △
リョウブ 7/10 ○ ◎ ◎ △
ニガクサ 7/13 ○ ◎ △
クルマユリ 7/18 ○ ◎ △
ヘクソカズラ 7/19 ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ △
ヒカゲイノコヅチ 7/20 ○ ◎ ◎ ◎ △
ミズヒキ 7/20 ○ ◎ ◎ ◎ △
ヒメキンミズヒキ 7/20 ○ ◎ ◎ ◎ △
オオハンゴンソウ 7/20 ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ △
クサギ 7/20 ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ △
オトギリソウ 7/20 ○ ◎ ◎ △
ヌスビトハギ 7/20 ○ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ △
フシグロセンノウ 7/26 ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ △
ユウガギク 7/26 ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ △
マツカゼソウ 7/26 ○ ◎ ◎ △
オオウバユリ 7/30 ○ ◎ ◎ △
タカトウダイ 7/31 ○ ◎ ◎ △
イヌトウバナ 7/31 ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ △
ボタンクサギ 7/31 ○ ◎
ヒメチドメ 8/1 ○ ◎ ◎ ◎ ◎ △
サジガンクビソウ 8/1 ○ ◎ ◎ △
ガンクビソウ 8/1 ○ ◎ ◎ △
ヤブカラシ 8/1 ○ ◎ ◎ ◎ △
カノツメソウ 8/1 ○ ◎ ◎ ◎ △
キンミズヒキ 8/2 ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ △
アカソ 8/3 ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ △

上 中 下
９月

上 中 下 上 中 下 上 中
種名　（）内は別名生態初認日

６月 ７月 ８月
下
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コアカソ 8/3 ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ △
チヂミザサ 8/3 ○ ◎ ◎ ◎ △
キツネノカミソリ 8/5 ○ ◎ ◎ ◎ △
オトコエシ 8/8 ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ △
ミズタマソウ 8/11 ○ ◎ ◎ △
ミヤマイラクサ 8/11 ○ ◎ ◎ ◎ ◎ △
ノブキ 8/11 ○ ◎ ◎ △
コバギボウシ 8/13 ○ ◎ ◎ ◎ △
シラヤマギク 8/15 ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ △
モミジガサ 8/20 ○ ◎ ◎ ◎ ◎ △
オオバコ 8/20 ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ △
ツルリンドウ 8/21 ○ ◎ ◎ ◎ △
クズ 8/21 ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ △
ナガバノコウヤボウキ 8/23 ○ ◎ ◎ ◎ ◎ △
ススキ 8/23 ○ ◎ ◎ ◎ ◎ △
ゲンノショウコ 8/23 ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ △
ツリガネニンジン 8/24 ○ ◎ ◎ ◎ ◎ △
ボタンヅル 8/24 ○ ◎ ◎ ◎ ◎ △
ナンブアザミ 8/24 ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ △
ヤブラン 8/24 ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ △
メヒシバ 8/24 ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ △
シュウブンソウ 8/24 ○ ◎ △
ヤマハッカ 8/26 ○ ◎ ◎ ◎ △
ヤマジノホトトギス 8/27 ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ △
キツネノマゴ 8/29 ○ ◎ ◎ ◎ ◎ △
ナガミノツルケマン 8/29 ○ ◎ ◎ ◎ ◎ △
クサコアカソ 8/29 ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ △
カタバミ 8/29 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ △
オオヒナノウスツボ 9/2 ○ ◎ △
スズメノヒエ 9/3 ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ △
キツリフネ 9/4 ○ ◎ ◎ ◎ ◎ △
ノダケ 9/5 ○ ◎ ◎ ◎ ◎ △
イヌタデ 9/6 ○ ◎ ◎ ◎ △
ヤブツルアズキ 9/6 ○ ◎ ◎ △
イヌコウジュ 9/6 ○ ◎ ◎ ◎ △
ツクシハギ 9/7 ○ ◎ ◎ ◎ △
キバナアキギリ 9/9 ○ ◎ ◎ ◎ △
ハキダメギク 9/10 ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ △
ママコノシリヌグイ 9/10 ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ △
ハシカグサ 9/10 ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ △
ムカゴイラクサ 9/10 ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ △
オクモミジハグマ 9/11 ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ △
アキノキリンソウ 9/11 ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ △
ハナタデ 9/15 ○ ◎ ◎ ◎ ◎ △
オケラ 9/17 ○ ◎ ◎ ◎ △
ヒガンバナ 9/19 ○ ◎ ◎ ◎ △
アキノギンリョウソウ 9/20 ○ ◎ △
ヤブマメ 9/20 ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ △
ノササゲ 9/21 ○ ◎ ◎ △
ミゾソバ 9/21 ○ ◎ ◎ ◎ ◎ △
エノキグサ 9/23 ○ ◎ ◎ ◎ ◎ △
キンエノコロ 9/23 ○ ◎ ◎ ◎ ◎ △
ウナギツカミ 9/24 ○ ◎ ◎ ◎ ◎ △
アオミズ 9/24 ○ ◎ ◎ ◎ ◎ △
タムラソウ 9/28 ○ ◎ ◎ ◎ △
コシオガマ 10/1 ○ ◎ ◎ △
センダイトウヒレン 10/2 ○ ◎ ◎ △
タマブキ 10/4 ○ ◎ ◎ △
ヤクシソウ 10/4 ○ ◎ ◎ △
シロヨメナ 10/5 ○ ◎ ◎ △
オヤリハグマ 10/5 ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ △
カシワバハグマ 10/5 ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ △
イヌヨモギ 10/8 ○ ◎ ◎ ◎ △
メナモミ 10/9 ○ ◎ ◎ ◎ △
センブリ 10/15 ○ ◎ ◎ △
リンドウ 10/22 ○ ◎ ◎ ◎ ◎ △
キッコウハグマ 10/24 ○ ◎ ◎ ◎ ◎ △
シロダモ 11/8 ○ ◎ ◎ ◎ △
ノコンギク 11/8 ○ ◎ ◎ ◎ △
ヤツデ 11/11 ○ ◎ ◎ △
サザンカ 12/16 ○ ◎ ◎

上 中 下 上 中 下
１１月 １２月

上 中 下 上 中 下 上
種名　（）内は別名 生態 初認日

８月 ９月 １０月
中 下
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鳥類確認状況について 
 

*木田秀幸・齋正宏・新田隆一・菅井潤 

*報告者 

１．確認された科と種数 
2025 年 1 月から 12 月までの期間に自然

観察の森園内及び周辺地域において個体の

目撃、鳴き声、死骸、センサーカメラで確

認された鳥類は、表 1 に示した 32 科 79 種

であった。月ごとの種数の推移を図１に、

過去 3 年間の種数の推移を図２に示した。 
特に種数で 40 種を越えたのは夏鳥を含

む繁殖期の 4 月の 47 種、5 月の 43 種、冬

鳥を含む 12 月の 45 種であった。 

 
図 1 月ごとの種数 

 
図 2 過去 3 年間の種数の推移 

 
２．前年データとの比較 
 2024 年の確認種は 73 種で 2025 年は 6
種増えた。具体的には 2024 年に確認され

ず 2025 年に確認された種としてコハクチ

ョウ、ツツドリ、アオバト、クマタカ、ハ

ギマシコ、ミヤマホオジロ、クロジの 7 種、

2024 年に確認され 2025 年に確認できなか

った種がサシバの１種であった。 
年間を通じて多く確認された種について、

12 月（つき）のキジバト、トビ、コゲラ、

アオゲラ、ハシブトガラス、ヤマガラ、シ

ジュウカラ、ヒヨドリ、エナガ、スズメ、

ガビチョウの 10 種。11 月（つき）のウグ

イス、メジロ、ハクセキレイ、カワラヒワ、

ホオジロの 5 種。10 月（つき）のスズメ

の１種。9 月(つき)のアカゲラ、モズ、カ

ケスの 2 種。8 月(つき)のイカルの１種と

続く。いずれも留鳥や漂鳥に分類される種

である。 
 
 
 
 
 
 
 
３．参考文献 
木田秀幸・齋正宏・新田隆一・菅原幸彦

（2023）鳥類の確認状況について 令和 5
年度 仙台市太白山自然観察の森自然観察

センター事業報告書及び調査報告書.（公

財）仙台市公園緑地協会.47 
 
木田秀幸・齋正宏・新田隆一・菅井潤

（2024）鳥類の確認状況について 令和 6
年度 仙台市太白山自然観察の森自然観察

センター事業報告書及び調査報告書.（公

財）仙台市公園緑地協会.38 
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表 1 2025 年鳥類年間出現状況一覧 

 
 

科　名 種名/月(開館日数)1月(23) 2月(24) 3月(26) 4月(26) 5月(27) 6月(25) 7月(27) 8月(27) 9月(25)10月(27)11月(26) 12月(23)
カモ科 コハクチョウ 1 1

オオハクチョウ 2 2 1 1 6
カルガモ 2
コガモ 1

キジ科 ヤマドリ 1
キジ 1
コジュケイ 2 1 1 1 1

カッコウ科 ホトトギス 14 18 19 12
ツツドリ 1 1 1

ハト科 キジバト 19 22 24 24 16 9 10 10 12 15 5 20
アオバト 1 1

サギ科 アオサギ 1 1 2 3 1 1 1
ダイサギ 4 6 2 8 1 1 1

タカ科 クマタカ 1
ハイタカ 1 2
オオタカ 1 1
トビ 2 7 5 2 3 3 4 3 7 5 2 5
ノスリ 1 1 2 1 1 1

フクロウ科 フクロウ 1 1 1 1
カワセミ科 カワセミ 1 2 1 1 2
キツツキ科 コゲラ 18 19 21 22 22 19 17 8 13 23 20 23

アカゲラ 8 8 9 1 1 4 13 8 13
オオアカゲラ 2
アオゲラ 9 3 3 10 10 9 1 4 10 12 3 7

ハヤブサ科 ハヤブサ 1 1
サンショウクイ科 サンショウクイ 8 21 21 14 7
カササギヒタキ科 サンコウチョウ 9 20 12 2 4
モズ科 モズ 9 10 3 1 1 8 22 13 14
カラス科 カケス 5 7 5 6 3 13 23 20 17

ハシボソガラス 2 1 1 1 1 1
ハシブトガラス 22 22 23 24 26 23 23 23 23 25 26 22

シジュウカラ科 ヒガラ 2 1 3 4 1 1
ヤマガラ 23 24 26 26 25 21 20 21 21 27 24 23
コガラ 1 1 5 3 3
シジュウカラ 22 24 25 26 22 20 20 18 21 25 25 23

ヒヨドリ科 ヒヨドリ 23 24 26 26 26 23 25 25 23 26 26 22
ツバメ科 ツバメ 6 16 21 13 6

イワツバメ 1 3 6 5 2
ウグイス科 ウグイス 6 17 25 24 24 26 16 14 16 13 10

ヤブサメ 9 20 19 7
エナガ科 エナガ 17 17 19 20 20 9 9 8 13 20 23 21
ムシクイ科 センダイムシクイ 5 9

エゾムシクイ 1
メボソムシクイ 2
オオムシクイ 2

メジロ科 メジロ 1 1 17 23 22 21 17 10 9 2 4
キクイタダキ科 キクイタダキ 1 5
ミソサザイ科 ミソサザイ 3 5 5 1 7 10
ゴジュウカラ科 ゴジュウカラ 1 1 2
ツグミ科 トラツグミ 1 5 1 2

クロツグミ 7 19 15 6 2
シロハラ 2 5 10 2 6 3
アカハラ 1
ツグミ 1 1 10 9 3 17 3

ヒタキ科 コサメビタキ 8 8 7 4 3
オオルリ 4 18 6 2 1
キビタキ 2 22 22 11
ルリビタキ 18 16 8 4 12 20

　 ジョウビタキ 1 4 1 8 4 1
イソヒヨドリ 2 1

カワガラス科 カワガラス 2
スズメ科 スズメ 23 24 26 26 21 13 18 7 11 19
セキレイ科 キセキレイ 2 1 1 1

ハクセキレイ 2 2 9 10 11 6 16 1 6 9 14
セグロセキレイ 4 2 1 13 9 5 4

アトリ科 アトリ 8 20 25 2
シメ 1 3 3 4
イカル 3 5 16 16 12 4 5 14
ウソ 2 3
ハギマシコ 1
ベニマシコ 4 6 5 1 8
カワラヒワ 16 20 25 26 24 20 8 8 7 9 15
マヒワ 2 6

ホオジロ科 ホオジロ 4 7 16 17 17 10 11 5 9 8 5
カシラダカ 5 6 1 3 7
ミヤマホオジロ 2
アオジ 19 18 17 20 12 18 17
クロジ 1 1

ガビチョウ科 ガビチョウ 19 21 22 25 22 21 23 16 23 24 16 16
32科 79種 39種 36種 38種 47種 43種 30種 34種 30種 22種 33種 38種 45種

※1：科名および種名は日本鳥類目録改訂第８版に準拠した。
※2：数字はその種をその月に確認した日数を示す。
※3：ガビチョウ・コジュケイは外来種。
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自動撮影カメラにより確認された哺乳動物について 
 

齋 正宏 
 
 

１． はじめに 
仙台市太白山自然観察の森は仙台市西
部に広がる広葉樹林と二次林が住宅地
と接せる部分に位置している。園内は
スギ・ヒノキの人工林と広葉樹林帯が
混在している。開園から 33 年が経過し、
開園当初と比べ環境も変化している。
このような状況の中どれほどの哺乳動
物が生息しているかをさぐり、今後の
参考となるように調査し報告する。 

２． 調査方法 
調査期間 2025 年 1 月 1 日〜2025 年 12
月 31 日 
自動撮影カメラ（写真１）を太白山自
然観察の森のトレイル上に 24 時間体
制で設置し、動画を撮影した。動画撮
影時間は 30 秒、インターバルを 5 分に
設定した。調査地点は 2025 年 1 月〜
12 月まで合計 5 台のカメラでの調査に
なった。（図１） 

 
図 1 調査地点 
 
1 カ月ごとに動画データを回収して撮

影された動画の種類を記録した。撮影
の際は、給餌等の誘引物質の配置は行
わなかった。誘引物質を配置すると動
物の撮影される可能性は高まるが誘引
を行わなかった場合との比較が難しく、
誘引によって本来の生態系をかく乱す
るおそれがあるためである。撮影用セ
ンサーカメラは Bushnell 社の Trophy 
Cam XLT を使用した。日中の撮影に関
してはすべてカラー撮影になり、野生
動物の行動なども判断できる。しかし
夜間の撮影は赤外線撮影のためすべて
モノクロ撮影になり、判別が困難な場
合がある。 

 
写真１ 撮影に使用した自動撮影カメラ 
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３． 結果 

4 目 8 科 10 種の哺乳類が撮影された。
（表２） 

種数ごとの月撮影回数を表３に示す。
合計 490 回の動画が撮影された。調査
の報告時間として 6 時〜18 時を昼と
し、18 時〜6 時までを夜と設定する。 
 

（１） ノウサギ 
ノウサギ（写真 2）が 4 回撮影された。
撮影された時間帯はすべて夜間の撮影
だった。最後に撮影された月が 6 月で
それ以降撮影されることはなかった。
また 2023 年は 80 回撮影されたが 2024
年は 7 回の撮影数と、ここ 2 年で撮影
回数が激減した。 

 
写真２ ノウサギ 
 

（２）ニホンリス 
ニホンリス（写真 3）が 17 回撮影され
た。一番多く撮影されたのは 6 月で 4
回撮影された。撮影された時間帯では
すべてが 6 時から 18 時までに撮影さ
れ、夜間の撮影は確認されなかった。 

 
写真３ ニホンリス 
 

（３）ホンドタヌキ 
ホンドタヌキ（写真 4）が 119 回撮影
された。この年の撮影回数では 2 番目
に多かった。月の撮影回数では 9 月が
最も多く 29 回撮影されていた。撮影さ
れた時間帯ではほとんどが夜間で日中
の撮影回数は 1 回しかなかった。 

 
写真４ ホンドタヌキ 
 

（４）ホンドキツネ 
ホンドキツネ（写真 5）が 7 回撮影さ
れた。撮影された期間は 6 月〜8 月の
期間だけだった。撮影された時間帯は
すべて夜だった。 
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写真５ ホンドキツネ 
 

（５）ホンドテン 
ホンドテン（写真 6）が 14 回撮影され
た。2 月、5 月、6 月、9 月、10 月、12
月は一度も撮影されなかった。撮影さ
れた時間帯はすべてが夜間に撮影され
た。 

 
写真６ ホンドテン 
 

（６）ニホンアナグマ 
  ニホンアナグマ（写真 7）が 10 回撮影

された。月の撮影回数では 8 月が最も
多く 4 回撮影された。アナグマは冬眠
するため撮影された期間は 3 月から 9
月の間にすべて撮影された。撮影され
た時間帯ではすべてが夜間の撮影で日
中の撮影はされなかった。 

 
写真７ ニホンアナグマ 
 

（７）ニホンツキノワグマ 
  ニホンツキノワグマ（写真 8）が 7 回

撮影された。撮影された時間帯ではす
べてが夜間で日中の撮影は確認されな
かった。 

 
写真 8 ニホンツクノワグマ 
 

（7）ハクビシン 
  ハクビシン（写真 9）が 20 回撮影され

た。撮影された時間帯はすべてが夜間
で日中は撮影されなかった 

 
写真 9 ハクビシン 
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（8）ニホンイノシシ 
  ニホンイノシシ（写真 10）が 262 回撮

影された。今回の調査では一番多く撮
影された。撮影された時間帯では日中
が 37 回、夜間が 225 回撮影された。 

 
写真 10 ニホンイノシシ 
 

（9）ニホンカモシカ 
 ニホンカモシカ（写真 11）が 28 回撮

影された。撮影された時間帯では日中
が 8 回、夜間が 20 回撮影された。ニホ
ンカモシカは昼行性の哺乳類だが昼夜
問わず出現していた。 

 
写真 11 ニホンカモシカ 

 
４． まとめ 

本調査の結果、太白山自然観察の森に
おける哺乳類の生息状況は、過去 8 年
間で劇的に変化を遂げていることが明
らかになった。 
１． 野生動物全体の撮影回数の推移 

2018 年から 2025 年に至る野生動

物全体の撮影回数は、2019 年の
1350 回をピークに右肩下がりの
傾向にあり、2025 年では 490 回と
ピーク時の約 36％まで減少して
いる。これは、森全体の動物の活
性、あるいは個体数密度そのもと
が低下している可能性を示唆して
いる。 
表１ 年間の野生動物総出現数 

 
 

２． ニホンカモシカの危機的減少 
特に懸念されるのが、特別天然記
念物であるニホンカモシカの動向
である。2020 年には 181 回を記録
していたが 2021 年に 100 回を割
り込み、2025 年には 28 回と過去
最低を更新した。2024 年には一時
的な回復（84 回）が見られたもの
の、長期的な減少トレンドに歯止
めがかかっていない。 
 
表２ ニホンカモシカの出現数 
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３． 種の構成比と生態系の偏り 
2025 年度の全撮影回数における
種別構成比は以下の通りである。 
（図１） 
イノシシとタヌキの 2 種で全体の
56％をしめており、特定の種が優
先する状況となっている。ニホン
カモシカは 2018 年から 2020 年頃
にはより高い構成比であったと推
察されるが、現在ではその地位を
大きく下げている。 

４． 考察と今後の課題 
今回の長期データから、以下の 3
点が推察される。 
① イノシシ等の優先種による圧

迫：適応力の高いイノシシや

タヌキが資源を占有し、繊細
な動物が住みづらくなってい
る。 

② 森の成熟・過密化：開園から 30
年以上が経過し、林内が暗く
なったことで、カモシカの餌
となる低木や草本類が減少し
た「生息適地の劣化」の可能性。 

③ 周辺環境との断絶：住宅地と
接する立地条件から、移動経
路が制限され、特定の個体群
が独立・衰退している懸念。 

今後は、この減少が一時的なものか、あるい
は絶滅へのプロセスなのかを見極めるため、
個体識別を含めたより詳細なモニタリング
を継続する必要がある。

 
（図１ 野生動物の出現割合） 
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表２ 確認された種類数 

 
 
表３ 月ごとの確認数 
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